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　　　計画の区分：学部の設置
　　　　　　　　　　　　　　　注１

弘前大学　人文社会科学部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【事前伺い】設置に係る設置計画履行状況報告書

　　　（夜間）　　０１７２－３９－３８３８

平成２９年５月１日現在

　作成担当者

　　担当部局（課）名　　学長戦略室

　　　職名・氏名　企画
キ カ ク

調整役
チョウセイヤク

　　石戸谷
イ シ ド ヤ

　昌実
マ サ ミ

　　　電話番号　　０１７２－３９－３８３８

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０１７２－３９－３４９９

　　　ｅ－mail　　jmgaku@hirosaki-u.ac.jp

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（◇◇学部（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　大学番号の欄については，平成２９年３月３１日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

　　　　　報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

事前伺い

大学番号：０００
注３

大学番号：国００８
注３
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

サトウ　ケイ

佐藤　敬

平成24年2月

イマイ　マサヒロ

今井　正浩

平成25年4月

カミジョウ　ノブヒコ

上條　信彦

平成28年4月

サワダ　シンイチ ナカムラ　タケシ

澤田　真一 中村　武司

平成28年4月 平成29年4月

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成２７年度に報告済の内容　→（27）

　　　　　　平成２９年度に報告する内容　→（29）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

多文化共生
コース代表

任期満了のため変更(29)

学　　長

学 部 長

文化資源学
コース代表

（４） 管理運営組織

職　　名

理 事 長

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国立大学法人　弘前大学

　　　　ください。

（２） 大　学　名
　　　　弘前大学

（３） 大学の位置

　　　〒０３６－８５６０
　　　　青森県弘前市大字文京町１番地

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して
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　　　・　なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は，平成２６年度開設の４年制の学科の場合（平成２９年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　

人文社会科学部
文化創生課程

学士（人文社会科学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

367 － 467

( － ) ( － ) ( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 3 ] [ － ] [ 3 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

246 － 315

( － ) ( － ) ( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 1 ] [ － ] [ 2 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

123 － 118

( － ) ( － ) ( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 1 ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

114 － 113

( － ) ( － ) ( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 1 ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

文学関係

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

年 人 年次 人
人

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

（注）・　定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画
備　　考

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

4 110 0 440

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号
　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

備　　考
平均入学定員

超 過 率

[ 　　　 ]

(　 － 　) (　 － 　)
110 110

[ 若干名 ] [ 若干名 ] [ 　　　 ]

Ｂ　 入学者数

1.03

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

1.03　倍

1.02

(　　 　) (　　 　)

志願者数

受験者数

合格者数

Ａ　 入学定員
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

114 － 113 －

[　1　] [ － ] [ － ] [ － ] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （　　） （　　）

109 －

[　1　] [ － ] [　 　] [　 　] [　　 ] [　 　]

（ － ） （ － ） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　]

（　　）（　　）

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

１年次
平成29年度
2年次
 退学　2人
 除籍　1人
 社会経営課程へ転課程 2人

２年次

３年次

（　　－　　）

４年次

[　　　　 ]

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度
備　　　　　考

　　　　さい。

（　　－　　） （　　　　 ） （　　　　 ）

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

計

114 222

[　　1　　] [　　1　　] [　　　　 ]
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２８年度 3 人 0 人
他の教育機関への入学・転学（1人）
除籍（1人）
その他（1人）

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

人 0 人 平成３１年度 人 人 #DIV/0! ％

227 人 3 人 1.32 ％

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

退学者数（内訳）

退学者数
退学者数の
うち留学生数

　　　区　分

対象年度

入学者数（b） 退学者数（a） 主な退学理由

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。　

平成３０年度
入学者

人 0 人

平成３１年度
入学者

合　　計

0.00 ％

平成２８年度
入学者

114

#DIV/0! ％

平成２９年度
入学者

113 人 0 人

人 3 人 2.63 ％

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してくださ

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす

　　　　　ありません。）

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２９年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入して
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当該年度担当の教員を計上（29）

教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

青森の行政　 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

青森の経済・産業 教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

青森の文化 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

青森の歴史 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

青森の芸術 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

青森の民俗・芸能 教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

青森の自然 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

グローバル社会・経済 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

国際地域 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

比較文化 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

世界の芸術・芸能 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

地球環境 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

グローバルヘルス 2年次以上の授業科目を優先したため，教員配置が出来
ず未開講（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

日本 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

青森の多様性と活性化 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

青森の食と産業化 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

市民参加と地域づくり 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教
養
教
育
科
目

学
部
越
境
型
地
域
志
向
科

兼234

兼2

兼51

ロ
ー
カ
ル
科
目

グ
ロ
ー
バ
ル
科
目

兼3

兼3

兼4

兼2

兼11

1後

兼5

1

1

兼4

2 2

兼5

 兼5
 兼2

 兼2

1 兼45

兼3

兼2

31 1329

3 5
132931

ス
タ
デ
ィ

ス
キ
ル

導
入
科
目

249

 兼56

 兼3

兼5

 兼9

兼17

兼3

兼2

兼5

 兼4
兼8

 兼12
兼10

 兼4

 兼1
兼2

 兼6
兼4

 兼50
兼5

 兼5
兼10

 兼18
兼30

 兼3

 兼2
兼4

 兼2

兼34

兼2

2前～4後 　 2 　 3 　 　 　

　

4
3

1 1 　 　

1 　

2

8

2

　

 未開講

5

2前～4後 　 2 　

2前～4後 　 2 　

　

2
2

1後

　 2

　 　

　

　

　

　 　 　

　 1後

　 2 　 1 　

　 　 　　 2

4

　 　　 　
1

1後 　 2 　 2

　 　 　1後 　 2 　 　

2 　 3 2

　

1

4

2

1前 2

1前 2 2

1前

1

1 2 1

3

1 1

2 1

1前
3

2

2 2

2 1

備　　　　考

（１） 授業科目表

＜人文社会科学部　文化創生課程＞

２　授業科目の概要

21前

1前

35 34 21前

1後

　 2

21後

1後

1前

　 　

34

1

　

　

2

1

1

配 当
年 次 助　教

1後 　

専任教員等の配置

教　授 准教授

2

必　修 選　択 自　由 助　手講　師

科目区
分

授業科目の名称
単位数

基礎ゼミナール

地域学ゼミナール  兼488
兼478

35

　

　　

通常開講（29）
教育効果充実のため，担当教員の変更（29）
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教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

青森エクスカーション 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

地域プロジェクト演習 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

くらし・文化 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

歴史・地理 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

思想 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

言語学の世界 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

文学 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

芸術 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

政治経済・社会 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

法と社会Ａ 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

法と社会Ｂ 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

環境と生活 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

工学の世界 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

農学の世界 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

数学の世界 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

物理学の世界 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

化学の世界 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

生物学の世界 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

情報処理入門Ａ 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

情報処理入門Ｂ 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

人間の尊厳 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

人を育む営み 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

心理学の世界 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

メンタルヘルス 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

生活と健康 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

1 3

人
間
・
生
命

兼5

兼19

兼8

兼8

兼5

 兼17

自
然
・
科
学

兼35

兼8

兼4

兼1

兼9

兼10

兼19

兼14

 兼3

社
会
・
文
化

兼3

兼1

兼3

7 兼3

1

兼2

兼2

 兼1

目 兼14

兼15

 兼20

 兼19

 兼11
兼15

 兼3
兼1

 兼18

 兼7

 兼4
兼10

 兼3

兼9

兼5
 兼14

 兼4

兼23

 兼20
兼11

兼6

兼28

兼2

 兼3
兼1

兼2

兼6

 兼18
兼11

 兼17
兼33

 兼2
兼4

 兼22
兼16

 兼3
兼4

兼15

 兼1

 兼1

兼3

兼13

 兼7
兼8

　　 　1前・後 　 2 　 　 　

　 　 　1前・後 　 2 　 　 　

　1前・後 　 2 　 　 　 1 　

　 　 　1前・後 　 2 　 　 　

　1前・後 　 2 　 　 　 　 　

　1前・後 　 2 　 　 3

　

　 　
1

1前・後 　 2 　 1 3 1 　

　 　

1

1前・後 　 2 　 　 　 　

1前・後 　 2 　 　 　 　 　 　

　 　1前・後 　 2 　 　 　 　

1前・後 　 2 　 　 　 　 　 　

　 　1前・後 　 2 　 　 　 　

1前・後 　 2 　 　 　 　 　 　

　 　1前・後 　 2 　 　 　 　

　 　1前・後 　 2 　 　 1

　

1

　 　1前・後 　 2 　 　 4

　

2

1 　1前・後 　 2 　 5 5

　 　

2 8

1前・後 　 2 　 1 　 　

1前・後 　 2 　 1 1 　 　 　

　 　

　 　 　

1前・後 　 2 　 1 1 1

1前・後 　 2 　 1 1

　1前・後 　 2 　 1 2 1 　

　 　 　

2 1

1前・後 　 2 　 1 1

2前～4後 　 2 　 4

2

2 　 2 　 　2前～4後 　
1 3

2 4

1

　 　

　

3 1
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教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

運動と健康Ａ 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

運動と健康Ｂ 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

医学・医療の世界 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

情報と健康・医学

キャリア形成の基礎 COC+事業採択に伴うカリキュラム改革実施にあたり，
教育内容を見直したことによる単位数及び担当教員の
変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

COC+事業採択に伴うカリキュラム改革実施にあたり，
教育内容を見直したことによる科目追加（28）

 キャリア形成の発展Ａ COC+事業採択に伴うカリキュラム改革実施にあたり，
教育内容を見直したことによる科目廃止（28）

 キャリア形成の発展Ｂ COC+事業採択に伴うカリキュラム改革実施にあたり，
教育内容を見直したことによる科目廃止（28）

 キャリア形成の発展Ｃ COC+事業採択に伴うカリキュラム改革実施にあたり，
教育内容を見直したことによる科目廃止（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

キャリアデザイン 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Listening（初級） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Listening（中級） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Listening（上級） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Reading（初級） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Reading（中級）　 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Reading（上級） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Speaking（初級） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Speaking（中級） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Speaking（上級） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Writing（初級） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Writing（中級） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Writing（上級） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Integrated A（国際共通語としての英語） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Integrated B(一般学術目的の英語)Level 1 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

Integrated B(一般学術目的の英語)Level 2 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

1 　 　

1 兼3

2 兼18

3 1 兼4

兼17

兼4

　

　

1 2

6 1 　 　

　

兼2

2 2 兼3

1 　

1

　

兼2

2 兼18

1 　

1 　

英
語

兼331

兼172

兼4

兼15

兼50

兼2

キャリア形成の発展

兼31

兼2

 兼28

 兼28

 兼28
兼31

 兼28

兼3

兼31

 兼31

 兼28
兼31

 兼28

 兼28

兼31

兼31

 兼28
兼31

 兼28
兼31

 兼28
兼31

 兼28

兼31

 兼28
兼31

 兼4

 兼3
兼4

兼31

 兼28
兼31

 兼28
兼31

 兼28

 兼3
兼9

 兼3

 兼3

 兼3

兼16

兼5

 兼3

 兼50
兼60

 兼6
兼3

 兼13

兼5

3前 　 2 　 3
5

1 　 　

6 1 　

6

　

4

4 5
2後 　 2 　 3

2前 　 2 　 3 6

　

4 5

1後 　 2 　 3 6 1 　

1 　 　

4 5

1後 　 2 　 3 6

　

4 5

1後 　 2 　 3 6 1 　

1 　 　

4 5

1後 　 2 　 3 6
4 5

　　 2 　 3 6 1
4 5

4 5
1後 　 2 　 3

1前 　 2 　 3 6
4 5

　　 2 　 3 6 1
4 5

1前 　 2 　 3 6

　

4 5

1前 　 2 　 3 6

　

4 5

1前 　 2 　 3 6 1 　

1 　 　

4 5

5
1前 　 2 　 3 6

1 　 　

キ
ャ

リ
ア
教
育

4

2前～4後 　 2 　 2 　

　 　

　 　 　

 3前 　 2 　 　 　 　

 3前 　 2 　 　 　

　 　 　 　 　

2前 3

1後 2 　 　 　 　 　 　 　

1前・後

 3前 　 2 　

　 　

1

1前・後 　 2 　 　 　

　 　 　

　

1前・後 　 2 　 　 　

　 　　 2 　 　 　

　

　

　 　1前・後 　 2 　 　 　

1前

1後
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Integrated C（キャリア英語） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

ドイツ語Ⅰ 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

ドイツ語Ⅱ 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

ドイツ語Ⅲ 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

フランス語Ⅰ 教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

フランス語Ⅱ 教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

フランス語Ⅲ 教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

ロシア語Ⅰ

ロシア語Ⅱ

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

中国語Ⅰ 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

中国語Ⅱ 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

朝鮮語Ⅰ

朝鮮語Ⅱ

日本語A 教育内容充実のため，科目の追加（29）

日本語B 教育内容充実のため，科目の追加（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

専
門
教
育
科
目
（

文
化
資
源
学
コ
ー

ス
）

学
部
基
本
科
目

兼2

兼8

兼1

2

兼1

1後

多
言
語

1前

1前 兼2

1

1

1

1

　 　

　

　1 　

　

　

1前 　　 4 　 　

　 　

 兼5

兼1　

兼1

 兼4
 兼5

 兼4

　

　 　

兼5

兼1

兼5

 兼5
兼6

兼2

　

　 　

兼3

 兼6

 兼5
兼6

兼1

兼4

 兼5

　

 兼5

 兼5

 兼28
兼31

　 4

1後 　 4 　 1 　 1 　

1 　 　

2

1前 　 4 　 1 　
2

　 　

1後 　 4 　 　 　 　 　

1 　 　

　

2

1前 　 4 　 　 　

　 4 　 　 2

2前 　 2 　 　

　 　

1前 　 4 　 　 2 　

1後

2後 　 2 　 2 　
1

1後 　 4 　 2 1
1

4 　 2 1

　

　
1

1前 　

5
3前 　 2 　 3 6

4

1前

2

1前

言語学入門

文学入門

3

統計学入門

法学入門

経営学入門

会計学入門

1前 2

2

哲学倫理入門

歴史学入門

経済学入門

社会学入門

形態文化論

グローバル実践科目

言語と文化

文学と文化

日本考古学

思想と文化

1前

2

文化資源学

文化財科学発
展
科

1前 2

基
礎
科
目

形態文化史

1前 2

民俗と文化

1前

　

　 　

3

 兼6

兼1

1

11

1 1

1

兼1

 兼81前 2

2

1前

 兼4

 兼3

1前 2  兼6

1後 2 1  兼15

1後 2 7 4 1

1後 2 2

1後 2 1 2

2前 2 1

2前 2 1 1 1

2前 2 2 1

2前 2 2 1

2後 2 1 1

2後 2 1

2

2

 兼8

 兼7

兼1

学
部
専
門
科
目

コ
ア
科
目

2

1

兼3

兼1

兼8

2

兼4

兼6

兼2

兼2
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教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

兼3

文化資源活用論

地域文化振興論

民俗誌実習Ⅱ

地域文化振興実習

文化財保存活用実習Ⅰ

民俗誌実習Ⅰ

考古学フィールドワーク実習Ⅰ

日本近現代文学演習Ⅱ

日本倫理思想演習Ⅰ

日本語学演習Ⅱ 

文化財論実習Ⅰ

文化財科学実習Ⅰ

文化財科学実習Ⅱ

日本倫理思想演習Ⅱ

西洋倫理思想演習Ⅰ

西洋倫理思想演習Ⅱ

博物館経営論

美術史資料実習Ⅰ

考古学フィールドワーク実習Ⅱ

文化財保存活用実習Ⅱ

保存科学実習Ⅰ

保存科学実習Ⅱ

美術史資料実習Ⅱ

日本古典文学演習Ⅱ

日本近現代文学演習Ⅰ

日本語学演習Ⅰ

言語学演習

言語学

日本古典文学

日本近現代文学

日本倫理思想

西洋倫理思想

東アジア思想

考古学実習Ⅱ

日本古典文学演習Ⅰ

民俗学実習Ⅰ

民俗学実習Ⅱ 

美術史実習Ⅰ

美術史実習Ⅱ

文化財論実習Ⅱ

中国文学A

中国文学B

漢文学A

漢文学B

書道Ⅰ

博物館概論

博物館教育論

考古学実習Ⅰ

文化財論

日本語学

芸術史

民俗学

西洋考古学目

応
用
科
目

2後 2 1

2後 2 1

2後 2 1

2後 2 1

2後 2 1 1

2後 2 1 1

2後 2 1

2後 2 1 1

2後 2 1

2後 2 1

2後 2 1

2前 2 兼1

2後 2 兼1

2前 2 兼1

2後 2 兼1

2前 2 兼1

2前 2 2 2  兼1

2後 2 1  兼1

2後 2 1  兼1

2前 2 1 1

2後 2 1 1

2前 2 2

2後 2 2

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

2後 2 1

2前 2 1 1

2後 2 1 1

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1 1

2後 2 1 1

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1 1

2後 2 1 1

3前 2 7 4

3前 2 7 4

3前 2 1 1

3後 2 1 1

3前 2 2

3後 2 2

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 7 4
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教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加・担当教員昇任のため，職階変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更担当教員昇任のため，職階変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

選
択
科
目 兼2

兼3

歴史学入門

4年次ゼミナールⅠ

4年次ゼミナールⅡ

卒業研究

文学基礎論A

歴史基礎論A

地域基礎論A

3年次ゼミナールⅠ

3年次ゼミナールⅡ

文化資源学コース特設講義D

文化資源学コース特設講義C

歴史基礎論A

法学入門

特定課題研究

中国史

西洋史

人類学

インターンシップA

文化資源学コース特設講義A

文化資源学コース特設講義B

グローバルコミュニケーション論A

歴史基礎論B

日本史

統計学入門

グローバル実践科目

経済学入門

社会学入門

哲学倫理入門

卒

業

研

究

多文化共生論

会計学入門

経営学入門

ゼ
ミ
ナ
ー

ル

文学入門

言語学入門

1後 2  兼5

2前 2  兼5

2後 2 兼1

2後 2 兼1

2後 2 兼1

1後 2 兼1

3前 2 兼11

2前 2 7 4 兼1

2後 2 7 4

3前 2 7 4

3後 2 7 4

3前 2 9 4

3後 2 9 4

4前 2 9 4

4後 2 9 4

4通 6 9 4

4通 4 9 4

1前 2 2 4 1  兼4

1前 2 兼2

1前 2 兼2

1前 2  兼3

1前 2  兼8

1前 2  兼8

1前 2  兼7

1前 2

1 5

 兼3

2  兼6

1

2 4 7 1  兼5

1後 2 5

1後

11

1後 2 1 1

1後 2 3

2 1

1後 2 2

1後

兼1

5

1

1前

1前

学
部
専
門
科
目

コ
ア
科
目

1

1

2

21

2

1

4 2

兼1

兼1

 兼4

兼1

兼6

兼2

兼2

専
門
教
育
科
目
（

多
文
化
共
生
コ
ー

ス
）

学
部
基
本
科
目

1

兼8

兼1

兼3

兼2

1

1

1

1

10



教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更・担当教員昇任のため，職階変更（29）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更・担当教員昇任のため，職階変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更・担当教員昇任のため，職階変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

31

1

5

4

アジア地域学A

アジア地域学B

ヨーロッパ地域学

アメリカ・オセアニア地域学A

西洋古典文化論

欧米文化論A

欧米文化論B

英米文学B

日本史

中国史

西洋史

ユーラシア史

沿岸アジア史

歴史文化演習A

歴史文化演習B

トラベルスタディーズA

トラベルスタディーズB

言語文化論

英語学A

英語学B

英米文学A

地誌A

地誌B

言語コミュニケーション実習ⅠA(英語)

言語コミュニケーション実習ⅠA(多言語)

言語コミュニケーション実習ⅠB(英語)

言語コミュニケーション実習ⅠB(多言語)

自然地理A

自然地理B

地域基礎論B

国際共生論B

人文地理A

人文地理B

文学基礎論B

歴史基礎論B

多文化基礎論

国際共生論A

グローバルコミュニケーション論B

発
展
科
目

1後 2 1 2

2前 2 1 1

2前 2 3 1

2前 2 1 4 1

2前 2 1 1

2前 2 2 1

2前 2 1 2

2前 2 兼1

2後 2 兼1

2前 2 兼1

2後 2 兼1

2前 2 兼1

2後 2 兼1

2前 2 3 5

1

2

2前 2 2 5 2 兼1

2後 2 3

2 2 兼1

2前 2 2

2後

2後 2 2 14

2前 2 6 14

2後 2 6 14 1

2後 2 1

2後 2 1

2後 2 1

2後 2 3

2後 2 3

2後 2 1

2後 2 1

2後 2 1

2後 2 1 1

2後 2 1 兼1

2後 2 1

2後 2 3

2後 2 3

2後 2 2

2後 2 1 2

2後 2 1

2後 2 2 1

1

1

1

1

1

2

2

基
礎
科
目

1

1

1

1

1

1

1

1

5 兼1
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教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

　　　　で，前年度報告時（平成２８年度に認可（届出）された大学等は設置認可（届出）時）より変更されているものは

2

2

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）
　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可
　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，
　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

　　　　赤字見え消し修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。
　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。
　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

文化資源学コース

多文化共生コース特設講義A

6

社会学

ミクロ経済学Ⅰ

　　　　

公法学

経営戦略論

インターンシップA

多文化共生コース特設講義B

多文化共生コース特設講義C

卒業研究

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

言語コミュニケーション実習ⅡB(多言語)

言語コミュニケーション実習ⅢA(英語)

言語コミュニケーション実習ⅢB(英語)

文化資源学

言語と文化

社会調査論

3年次ゼミナールⅠ

3年次ゼミナールⅡ

アメリカ・オセアニア地域学B

言語コミュニケーション実習ⅡA(英語)

言語コミュニケーション実習ⅡA(多言語)

言語コミュニケーション実習ⅡB(英語)

（２） 授業科目数

4通

4通

2

科目

0

科目

ゼ
ミ
ナ
ー

ル

卒

業

研

究

応
用
科
目

多文化共生コース特設講義D

特定課題研究

4年次ゼミナールⅠ

4年次ゼミナールⅡ 4後 6 14

2後 2 2 1

3前 2 3 5

3前 2 2 5 2

3後 2 3 5

3後 2 2 5 2

4前 2 3 5

4後 2 3 5

1後 2  兼11

2前 2 兼2

1後 2  兼10

1後 2  兼2

1後 2 兼1

1後 2 兼1

1後 2 兼1

3前 2 兼11

2前 2 5 11 兼2

2後 2 5 11 兼2

3前 2 5 11

3後 2 11

6 14

3前 2 6 14

4前 2 6

14

必　修 選　択 自　由 計

設　置　時　の　計　画

必　修 選　択 自　由 計

変　　更　　状　　況

9

科目

162

科目

備　　　　　　　　考

科目

0

[  0  ]

科目

171
169
0

[  △2 ]

171

科目

9

[  0  ]

科目

162
160
0

[  △2 ]

4 14

14

3後 2

6

6

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

兼10

兼4

選
択
科
目

5

兼11

兼1

12



0
[  △2 ] [  0  ]

0
[  △2 ]

科目

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を

160
158

[  0  ]

科目 科目

145
143 015 145 0 160 15

必　修

科目 科目

計

多文化共生コース

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 選　択 自　由 計

13



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ グローバルヘルス 2 1後 一般 選択
2年次以上のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ科目を優先したため，
教員配置が出来ず未開講。代替措置無。

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ キャリア形成の発展Ａ 2 3前 一般 選択
COC＋事業採択に伴うカリキュラム改革実施
にあたり，教育内容を見直したことによる
科目廃止。代替措置有。

２ キャリア形成の発展Ｂ 2 3前 一般 選択
COC＋事業採択に伴うカリキュラム改革実施
にあたり，教育内容を見直したことによる
科目廃止。代替措置有。

３ キャリア形成の発展Ｃ 2 3前 一般 選択
COC＋事業採択に伴うカリキュラム改革実施
にあたり，教育内容を見直したことによる
科目廃止。代替措置有。

4

171

4

160

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

多文化共生コース

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 2.5

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

＝ ＝ 2.33
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

文化資源学コース

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

　「グローバルヘルス」は，2年次以上が受講する21世紀教育科目（平成27年度までの入学者を対象とした旧教養教育
科目）を優先して開講したため，後期に教員を配置することが出来ず，未開講となった。ただし，選択科目であり，グ
ローバル科目が他にも多数開講されること，平成29年度は開講予定で希望すれば受講出来ることから，学生への影響は
ない。なお，学生には新入生ガイダンス及び掲示により周知済みである。

　COC＋事業採択に伴うカリキュラム改革実施に伴い，キャリア教育科目全体の教育内容を，多様なプログラムを含
む，より充実したカリキュラムとするため，「キャリア形成の発展A」，「キャリア形成の発展B」，「キャリア形成の
発展C」を廃止し，新たに「キャリア形成の発展」を追加する等の見直しを行った。なお，学生には新入生ガイダンス
及び掲示により周知済みであることから，影響はない。

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び
　　　　「学生への周知方法」を記入してください。

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

（３） 未開講科目
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備考

大学全体

大学全体

大学全体

大学全体

(７) 体　　育　　館

面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

大学全体

文京町 野球場（2面） 武道場（883㎡）

3,394　㎡ 弓道場（140㎡） テニスコート（8面）

本町 プール（50m） サッカー・ラグビー場（2面）

1,457　㎡ 馬房（196㎡） 400mトラック

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 76,254　㎡ 0　㎡ 0　㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

76,254　㎡

運動場用地 82,910　㎡ 0　㎡ 0　㎡ 82,910　㎡

小　　　計 159,164　㎡ 0　㎡ 0　㎡ 159,164　㎡

そ　の　他 169,525　㎡ 　0　㎡ 　0　㎡ 169,525　㎡

合　　　計 328,689　㎡ 　0　㎡ 　0　㎡ 328,689　㎡

（　　　　　　0　㎡） （　　　　　　0　㎡） （　　 167,762　㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

99　室

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

166,219　㎡ 0　㎡ 0　㎡ 166,219　㎡

（　　 167,762　㎡）

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

人文社会科学部　文化創生課程 33 室

108　室 455　室
11　室 7　室

（補助職員　　0人）（補助職員　　0人）

大学全体

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕

819,585〔232,294〕 24,260〔6,216〕 7,387〔5,595〕　 2,172 6,082 10

機械・器具 標　　本視聴覚資料

(819,585〔232,294〕) (24,260〔6,216〕) (7,387〔5,595〕) (2,172) （6,082） （10）

点 点 点

10

(819,585〔232,294〕) (24,260〔6,216〕) (7,387〔5,595〕) (2,172) （6,082） （10）
計

819,585〔232,294〕 24,260〔6,216〕 7,387〔5,595〕 2,172 6,082

千円
経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

7,680　㎡ 626　席 867,806　冊

開設前年度 開設年度 完成年度

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 千円 千円 設備購入費 千円 千円 千円

学生１人当
り

納付金

学生納付金以外の維持方法の概要

(８) 教員１人当り研究費等 千円 千円 図書購入費 千円

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

千円 千円 千円 千円 千円 千円

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２９年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（29）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

《ＡＣ対象学部等》

【学部】

人文社会科学部

　文化創生課程 4 110 0 220 学士
（人文社会科学）

1.03 平成28年度 青森県弘前市大字文京町1番地

　社会経営課程 4 155 0 310 学士
（人文社会科学）

1.03 平成28年度 同上

理工学部

　数物科学科 4 78
3年次

2
156 学士

（理工学）
1.01 平成28年度 青森県弘前市大字文京町3番地

　物質創成化学科 4 52
3年次

1
196 学士

（理工学）
1.01 平成18年度 同上 平成28年度入学定員増(6人)

　地球環境防災学科 4 65
3年次

2
130 学士

（理工学）
1.01 平成28年度 同上

　電子情報工学科 4 55
3年次

2
226 学士

（理工学）
1.02 平成18年度 同上 平成28年度入学定員減(△3人)

　機械科学科 4 80
3年次

2
160 学士

（理工学）
1.01 平成28年度 同上

　自然エネルギー学科 4 30
3年次

1
60 学士

（理工学）
1.03 平成28年度 同上

農学生命科学部

　生物学科 4 40 0 160 学士
（農学生命科学）

1.01 平成20年度 青森県弘前市大字文京町3番地

　分子生命科学科 4 40 0 160 学士
（農学生命科学）

1.00 平成20年度 同上

　食料資源学科 4 55 0 110 学士
（農学生命科学）

1.00 平成28年度 同上

　国際園芸農学科 4 50 0 100 学士
（農学生命科学）

1.01 平成28年度 同上

　地域環境工学科 4 30 0 120 学士
（農学生命科学）

1.01 平成20年度 同上

【大学院】

教育学研究科

（専門職学位課程）

　教職実践専攻 2 16 0 16 教職修士
（専門職）

1.12 平成29年度 青森県弘前市大字文京町1番地

《その他の学部等》

【学部】

人文学部

　人間文化課程 4 - - - 学士
（人文社会科学）

- 平成17年度 青森県弘前市大字文京町1番地

　現代社会課程 4 - - - 学士
（人文社会科学）

- 平成17年度 同上

　経済経営課程 4 - - - 学士
（人文社会科学）

- 平成17年度 同上

教育学部

   学校教育教員養成課程 4 150 0 590 学士
（教育学）

1.02 平成12年度 青森県弘前市大字文京町1番地 平成28年度入学定員増(5人)

４　既設大学等の状況

　弘　前　大　学

　　　平成28年度より学生募集停止
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　養護教諭養成課程 4 20 0 90 学士
（教育学）

1.02 平成12年度 同上 平成28年度入学定員減(△5人)

　生涯教育課程 4 - - - 学士
（教育学）

- 平成12年度 同上 平成28年度より学生募集停止

医学部

　医学科 6 112
2年次
20

760 学士
（医学）

1.00 昭和24年度 青森県弘前市大字在府町5番地

　保健学科 4 200
3年次
30

860 学士
（看護学又は保健学）

1.00 平成12年度 青森県弘前市大字本町66-1番地

理工学部

　数理科学科 4 - - - 学士
（理工学）

- 平成18年度 同上

　物理科学科 4 - - - 学士
（理工学）

- 平成18年度 同上

　地球環境学科 4 - - - 学士
（理工学）

- 平成18年度 同上

　知能機械工学科 4 - - - 学士
（理工学）

- 平成18年度 同上

農学生命科学部

　生物資源学科 4 - - - 学士
（農学生命科学）

- 平成20年度 同上

　園芸農学科 4 - - - 学士
（農学生命科学）

- 平成20年度 同上

【大学院】

人文社会科学研究科

（修士課程）

　文化科学専攻 2 10 0 20 修士
（人文社会科学）

0.90 平成11年度 青森県弘前市大字文京町1番地

　応用社会科学専攻 2 6 0 12 修士
（人文社会科学）

0.66 平成11年度 同上

教育学研究科

（修士課程）

　学校教育専攻 2 16 0 22 修士
（教育学）

1.27 平成6年度 青森県弘前市大字文京町1番地 平成29年度入学定員増(10人)

　教科教育専攻 2 - - - 修士
（教育学）

- 平成6年度 青森県弘前市大字文京町1番地

　養護教育専攻 2 - - - 修士
（教育学）

- 平成14年度 同上

医学研究科

（博士課程）

　医科学専攻 4 60 0 220 博士
（医学）

0.95 平成16年度 青森県弘前市大字在府町5番地 平成28年度入学定員増(10人)

保健学研究科

（博士前期課程）

　保健学専攻 2 30 0 60 修士
（看護学又は保健学）

1.13 平成19年度 青森県弘前市大字本町66-1番地

（博士後期課程）

　保健学専攻 3 12 0 33 博士
（保健学）

1.00 平成19年度 同上 平成28年度入学定員増(3人)

理工学研究科

（博士前期課程）

　　　平成28年度より学生募集停止

　　　平成28年度より学生募集停止

　　　平成29年度より学生募集停止
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　理工学専攻 2 120 0 240 修士
（理工学）

0.91 平成22年度 青森県弘前市大字文京町3番地

（博士後期課程）

　機能創成科学専攻 3 6 0 16 博士
（理学又は工学）

0.62 平成16年度 同上 平成28年度入学定員増(2人)

　安全システム工学専攻 3 6 0 16 博士
（理学又は工学）

0.87 平成16年度 同上 平成28年度入学定員増(2人)

農学生命科学研究科

（修士課程）

　農学生命科学専攻 2 60 0 120 修士
（農学生命科学）

0.77 平成24年度 青森県弘前市大字文京町3番地

地域社会研究科

（博士課程）

　地域社会専攻 3 6 0 18 博士
（学術）

1.44 平成14年度 青森県弘前市大字文京町1番地

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２９年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。
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専任・
兼担・
兼任
の別

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任
の別

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

基礎ゼミナール  基礎ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

地域学ゼミナール  地域学ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

世界の芸術・芸能

芸術 担当教員見直しによる追加(29)

基礎ゼミナール  基礎ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

地域学ゼミナール  地域学ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

日本 専任 教授 杉山　祐子(58) 平成28年４月 日本

専任 教授 山田　嚴子(54) 平成28年４月 日本

専任 教授 関根　達人(51) 平成28年４月 日本

専任 教授 須藤　弘敏(63) 平成28年４月 日本

思想 教育内容充実のため担当教員追加(29)

基礎ゼミナール  基礎ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

地域学ゼミナール  地域学ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

青森の文化

青森の歴史  青森の歴史 担当教員見直しによる変更(29)

歴史・地理 専任 准教授 植月　学(45) 平成29年４月 歴史・地理 教育効果充実のため変更(29)

日本 担当教員見直しによる追加(29)

基礎ゼミナール

地域学ゼミナール  地域学ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

青森の芸術  青森の芸術 担当教員見直しによる変更(29)

世界の芸術・芸能  青森の民族・芸能 担当教員見直しによる変更(29)

青森エクスカーション 兼任 非常勤講師 工藤　誠也(28) 平成29年４月 青森エクスカーション 教育効果充実のため変更(29)

基礎ゼミナール  基礎ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

地域学ゼミナール  地域学ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

青森の文化

市民参加と地域づくり 兼任 非常勤講師 諸岡　道比古(67) 平成28年10月 市民参加と地域づくり 教育効果充実のため変更(29)

くらし・文化

日本 担当教員見直しによる追加(29)

青森の多様性と活性化 教育内容充実のため担当教員追加(29)

基礎ゼミナール  基礎ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

地域学ゼミナール  地域学ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

Listening（初級）  Listening（初級） 担当教員見直しによる変更(29)

Listening（中級）  Listening（中級） 担当教員見直しによる変更(29)

Listening（上級）  Listening（上級） 担当教員見直しによる変更(29)

Reading（初級）  Reading（初級） 担当教員見直しによる変更(29)

Reading（中級）

Reading（上級） 専任 教授 PHILIPS　JOHN EDWARD(64) 平成28年４月 Reading（上級） 教育効果充実のため変更(29)

Speaking（初級）

Speaking（中級）  Speaking（中級） 担当教員見直しによる変更(29)

Speaking（上級）  Speaking（上級） 担当教員見直しによる変更(29)

Writing（初級）

Writing（中級）  Writing（中級） 担当教員見直しによる変更(29)

Writing（上級） 専任 教授 PHILIPS　JOHN EDWARD(64) 平成28年４月 Writing（上級） 教育効果充実のため変更(29)

IntegratedA（国際共通語としての英語） 兼担 准教授 佐藤　孝宏(48) 平成29年４月 IntegratedA（国際共通語としての英語） 教育効果充実のため変更(29)

IntegratedB（一般学術目的の英語）Level1  IntegratedB（一般学術目的の英語）Level1 担当教員見直しによる変更(29)

IntegratedB（一般学術目的の英語）Level2

IntegratedC（キャリア英語）

基礎ゼミナール

地域学ゼミナール  地域学ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

中国語Ⅱ 教育内容充実のため担当教員追加(29)

基礎ゼミナール  基礎ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

地域学ゼミナール  地域学ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

青森の芸術  青森の芸術 担当教員見直しによる変更(29)

文学  文学 担当教員見直しによる変更(29)

基礎ゼミナール

地域学ゼミナール  地域学ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

国際地域 専任 准教授 南　修平(48) 平成28年４月 国際地域 教育効果充実のため変更(29)

５　教員組織の状況

＜人文社会科学部　文化創生課程＞

（１） 担当教員表

専任 教授 関根　達人(50) 平成28年４月

専任 教授 宮坂　朋(56) 平成28年４月

専任 教授 木村　純二(45) 平成28年４月
　　　教育内容充実のため変更(29)

＜学部共通教養教育科目＞

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任 教授 足達　薫(46) 平成28年４月

専任 教授 李　良(58) 平成28年４月

備　　考

専任 教授 山田　嚴子(54) 平成28年４月

専任 教授 山本　秀樹(58) 平成28年４月

専任 教授 今井　正浩(55) 平成28年４月

専任 教授 渡辺　麻里子 平成28年４月
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専任・
兼担・
兼任
の別

職名  氏　　名（年　齢） 就任予定年月 担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任
の別

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

文化資源学 専任 教授 渡辺　麻里子(49) 平成28年４月 文化資源学 教育効果充実のため変更(29)

文学入門  文学入門 担当教員見直しによる変更(29)

歴史学入門  歴史学入門 担当教員見直しによる変更(29)

形態文化論

芸術史

美術史実習Ⅰ

美術史実習Ⅱ

文化資源活用論

地域文化振興論

美術史資料実習Ⅰ

美術史資料実習Ⅱ

地域文化振興実習

文化資源学コース特設講義A 専任 教授 須藤　弘敏(62) 平成28年４月 文化資源学コース特設講義A 教育効果充実のため変更(29)

文化資源学コース特設講義B 専任 教授 須藤　弘敏(62) 平成28年４月 文化資源学コース特設講義B 教育効果充実のため変更(29)

文化資源学コース特設講義C

文化資源学コース特設講義D

3年次ゼミナールⅠ

3年次ゼミナールⅡ

4年次ゼミナールⅠ

4年次ゼミナールⅡ

卒業研究

特定課題研究

哲学倫理入門

文化資源学

思想と文化  思想と文化 担当教員見直しによる変更(29)

日本倫理思想

日本倫理思想演習Ⅰ

日本倫理思想演習Ⅱ

文化資源活用論

地域文化振興論

地域文化振興実習

文化資源学コース特設講義A 兼任 非常勤講師 木鎌　耕一郎（47） 平成29年４月 文化資源学コース特設講義A 教育効果充実のため変更(29)

文化資源学コース特設講義B  文化資源学コース特設講義B 担当教員見直しによる変更(29)

文化資源学コース特設講義C

文化資源学コース特設講義D

3年次ゼミナールⅠ

3年次ゼミナールⅡ

4年次ゼミナールⅠ

4年次ゼミナールⅡ

卒業研究

特定課題研究

歴史学入門  歴史学入門 担当教員見直しによる変更(29)

文学入門  文学入門 担当教員見直しによる変更(29)

文化資源学

形態文化史

文化財論

日本近現代文学 専任 講師 尾崎　名津子(35) 平成29年４月 日本近現代文学 教育効果充実のため変更(29)

考古学実習Ⅰ

考古学実習Ⅱ

文化財論実習Ⅰ

文化財論実習Ⅱ

文化資源活用論

地域文化振興論

考古学フィールドワーク実習Ⅰ

考古学フィールドワーク実習Ⅱ

文化財保存活用実習Ⅰ

文化財保存活用実習Ⅱ

地域文化振興実習

文化資源学コース特設講義A  文化資源学コース特設講義A 担当教員見直しによる変更(29)

文化資源学コース特設講義B  文化資源学コース特設講義B 担当教員見直しによる変更(29)

文化資源学コース特設講義C

文化資源学コース特設講義D

3年次ゼミナールⅠ

3年次ゼミナールⅡ

4年次ゼミナールⅠ

4年次ゼミナールⅡ

卒業研究

特定課題研究

専任 平成28年４月足達　薫(46)教授

平成28年４月木村　純二(45)教授専任

関根　達人(50)教授専任 平成28年４月

＜専門科目＞

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
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教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授 准教授 講　師 助　教

計
（Ｂ）

14 19 2 0 35

［△1］ ［ 1 ］ ［ 0 ］ ［ 0 ］ ［ 0 ］

名 名

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時におけ
る設置基準上の必

要専任教員数

うち、完成年度時
における設置基準
上の必要教授数

6 3

（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

　　　　

　（２）－②　専任教員数

設置時の計画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教 計

15 7 0 35

(16) (13) (7) (0) (36)

15 18 2 0 35
13

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には、報告書提出年度の５月１日現在、完成年度時に計画している教員数を記入すると

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

定年規定の定め
る定年年齢

（歳）

報告書提出時
（上記（Ａ））
の教員のうち、
定年を延長して
採用している教

員数

完成年度時（上
記（Ｂ））の教
員うち、定年を
延長して採用す

る教員数

65 0 0

歳 名 名

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　および，平成２９年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

就任辞退（未就任）の理由

該当なし

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

合計（Ａ） 後任補充状況の集計（Ｂ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

選択 科目 選択

必修 科目 必修

自由 自由 自由

必修 必修

選択 選択

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

計

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

人

計 科目 計 計

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

自由 科目

辞任等の理由

該当なし

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

合計（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｄ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

必修 必修

選択 科目 選択

必修 科目 必修

選択 選択

（注）・　一度就任した後に、辞任した全ての専任教員の辞任の理由を具体的に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

自由

計 科目 計 計

人
自由 科目 自由 自由

計

人

必修 科目 必修

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

合計（Ａ）＋（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｂ）＋（Ｄ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

必修 必修

選択 科目 選択

計

選択 選択

自由 科目 自由 自由

計

（注）・　就任辞退（未就任）及び辞任した全専任教員について，教員数、担当科目数の合計，後任補充の状況を記入ください。

自由

計 科目 計
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

該当なし

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を

　　　　記入してください。
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区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

（平成28年4月）

【人文社会科学部】
　実習科目が，施設見学や裁判
傍聴などの感想文を書かせる類
の単なる社会科見学とならない
よう，しっかりした実施計画の
具体化を図ることが望ましい。

要望意見

実習科目について，「地域行政
実習」及び「地域司法実習」を
含めて，教育成果の検証等にま
でふみこんだ入念な実施計画を
事前に作成し，計画に沿って実
施している。（29）

設　置　時

（平成28年4月）

【理工学部】
　「数物科学科」の２年次コー
ス選択において，学生に対する
適切なオリエンテーションを行
い，学生に各コースの特色を理
解させた上で，各コースの履修
生を教育指導体制等を踏まえた
適切な数とすることが望まし
い。

要望意見

数物科学科の２年次コース選択
において，学生が各コースの特
色や履修内容を理解できるよう
オリエンテーションを行った。
その後，希望調査の結果に基づ
き，教員数や実験設備等の教育
指導体制の観点から適切な人数
になるよう調整し，各コースに
分属した。（29）

【農学生命科学部】
１．食料資源学科について，食
料バイオテクノロジーコースが
含まれており，既存の分子生命
科学科との区別がつきにくい。
分子生命科学科の説明にも，
「新規食材の発掘と開発や発酵
による食品の開発等の知識を
持った人材育成の強化を図る」
と書かれており，食料資源学科
との異同が分りにくいため，適
切に説明することが望ましい。

要望意見

１．要望意見を踏まえ，分子生
命科学科の説明を「新規機能性
食材の発掘と開発や，発酵によ
る有用物質生産等の知識を持っ
た人材育成の強化を図る。」へ
修正し，設置報告書を提出し
た。

２．食料資源学科の３つのコー
スのカリキュラム上の違いが明
確ではないため，コースごとの
教育課程編成の特色及びその違
いを明確に説明することが望ま
しい。

要望意見

２．要望意見を踏まえ，各コー
スの特色を記載し，それに合わ
せて履修モデルを修正し，設置
報告書を提出した。

３．コア科目の「国際農業論」
は，流通・貿易に焦点を置いて
いるので，例えば，「国際食料
流通論」等を含め，科目名称に
再検討することが望ましい。

要望意見

３．要望意見を踏まえ，「国際
農業論」から「国際食料流通
論」へ科目名を変更し，設置報
告書を提出した。

４．多言語科目は，その多くが
半期で４単位を配当している
が，週に２コマ開講するとすれ
ば，専門科目の数が多めに設定
されていることを考慮すると，
どのような時間割編成になるの
かが懸念されるため，学生が希
望する履修ができるよう時間割
編成に配慮することが望まし
い。

要望意見

４．学生が希望する教養科目
（多言語科目等）の履修が可能
となるように，専門科目の時間
割編成において配慮している。
また，新入生ガイダンスや履修
相談において，適切な指導を
行っている。（29）

１．設置の趣旨・目的等が活か
されるよう，設置計画に沿って
準備を進めた。
　平成28年度は,教職大学院専任
教員（予定）及び事務方による
教職大学院準備室会議を4月以
降，原則，週１回開催し，設置
の趣旨・目的の確認から始め，
各項目の具体化に向けて協議を
重ね，設置の準備に当たった。
　また，専任教員（予定）４名
が，６月に山梨大学教職大学院
の授業及び実習を視察し，開校
時への準備を進めた。さらに，
教職大学院協会の研究集会や各
教職大学院で開催されるフォー
ラムに専任教員（予定）６名が
分担して参加し，情報収集を
行った。

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等

設　置　時

（平成28年4月）

【教育学研究科教職実践専攻】
１．設置の趣旨・目的が活かさ
れるよう，設置計画を確実に履
行すること。また，学術の理論
及び応用を教授研究するという
大学院の目的，さらに教育委員
会等と連携を図り，理論と実践
を融合し，高度な実践力・応用
力を備えた教員の養成のための
教育を実施するという教職大学
院の目的に照らし，教育目標
と，その評価の基準・方法の明
確化を図りつつ，開設時から充
実した教育研究活動を行うこと
はもとより，その水準を一層向
上させるよう努めること。
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平成29年度に就任予定である8名
の専任教員とは，教育学部長と
教職大学院準備室長が個別に1～
2回面談を行い，設置の趣旨・目
的の共有を図った。
　教育委員会との協議について
は，青森県教育委員会とは，青
森県教育委員会教職大学院担当
者及び青森県教育センター担当
者と教職大学院準備室長及び準
備室県教委担当者が，４月から
月1回程度会議を行い，教育内容
及び実習等の連携協力について
協議を重ね，開設時に授業や実
習等がスムースに進むよう準備
を重ねた。また弘前市教育委員
会とは，実習担当教員（予定）
が弘前市教育委員会に月１回程
度出向き，関係者に実習につい
ての説明と連携協力についての
具体策を協議した。さらに，実
習担当教員（予定）が連携協力
校に出向き，開校時に実習が滞
りなく行える様に調整を行っ
た。
　平成29年度に入り，専任教員
の会議である大学院教育学研究
科教職実践専攻会議を６回及び
FD活動を７回開催し，授業，実
習等のポートフォリオの形式と
評価，教育実践研究科目の実施
方法，教職大学院の運営等につ
いて協議を行った。（29）

２．ミドルリーダー養成コース
の履修モデルについて，学生が
自ら高めたい分野・領域に応じ
た推奨科目が示されているが，
学生に自らがどのような力をつ
けたいか考えさせるとともに，
より効果的な学修を実践するた
め，大学の推奨科目の履修を促
す履修指導を行うことが望まし
い。

その他
意見

２．入学後に開かれるガイダン
スにおいて，授業科目の概要の
説明を行うとともに，個別に履
修相談を行う時間を設け，教務
担当教員が各学生の学校現場で
の現在の役割や学生自身のキャ
リア形成計画及び研究課題意識
を聞き取った上で，選択すべき
授業科目を履修するよう指導を
行った。（29）

　　　・　同一設置者が設置する既設学部等に付された意見は、当該大学から提出される全ての報告書に

　　　　記入してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して

　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）

　　　　してください。

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時（認可時又は届出時）に付された留意事項（学校法人の

　　　　寄附行為又は寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等

　　　　について，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

設　置　時

（平成29年4月）

留意事項
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

該当なし

　　　未実施

　　　学部ホームページ上に公開予定

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　前・後期に１回ずつ実施予定

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　　　未実施

　　　半期に１度，FD活動を開催予定。

　ｂ　実施方法

　　　講演方式，ワークショップ形式等（未定）

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　「弘前大学人文社会科学部学務委員会要項」第２条参照

②　実施状況

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　 人文社会科学部学務委員会内WG

　ａ　実施内容

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜人文社会科学部　文化創生課程＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

   学務委員会は８月を除き毎月１回開催し，WGは必要に応じ随時開催している。

　ｃ　委員会の審議事項等

56



○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　　　29年　　５月　　30日　　）

③　認証評価を受ける計画

　　　学内検討中

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

　　　大学ホームページ上に公開予定

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　　学内検討中

　ｂ　公表方法

　　設置の趣旨・目的を達成するように計画通りに実施している。今後，更に教育・研究の水準の向上を図り，設置の
　趣旨・目的の実現に向けて取り組むこととしている。

（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

サトウ　ケイ

佐藤　敬

平成24年2月

イマイ　マサヒロ

今井　正浩

平成25年4月

ホソヤ　ヒロシ ヒラノ　キヨシ

細矢　浩志 平野　潔

平成28年4月 平成29年4月

カトウ　ケイキチ オオクラ　クニオ

加藤　惠吉 大倉　邦夫

平成28年4月 平成29年4月

シライシ　ソウイチロウ

白石　壮一郎

平成28年4月

　　　　国立大学法人　弘前大学

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　ください。

（２） 大　学　名
　　　　弘前大学

（３） 大学の位置

　　　〒０３６－８５６０
　　　　青森県弘前市大字文京町１番地

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

（４） 管理運営組織

職　　名

理 事 長

学　　長

学 部 長

地域行動
コース代表

企業戦略
コース代表

任期満了のため変更(29)

経済法律
コース代表

任期満了のため変更(29)

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成２７年度に報告済の内容　→（27）

　　　　　　平成２９年度に報告する内容　→（29）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告
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　　　・　なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は，平成２６年度開設の４年制の学科の場合（平成２９年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　

人文社会科学部
社会経営課程

学士（人文社会科学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

583 － 478 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 6 ] [ － ] [ 7 ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

429 － 347 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 5 ] [ － ] [ 3 ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

169 － 169 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 1 ] [ － ] [ 　 ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

163 － 158 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 1 ] [ － ] [ 2 ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

祉学関係
社会学・社会福

経済学関係

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

1.05 1.01

志願者数

Ａ　 入学定員

1.03 倍
国費留学生については，
志願者数・受験者数・合
格者数に含めていない。

155 155
(　 － 　) (　 － 　) (　　 　) (　　 　)

[ 若干名 ] [ 若干名 ] [ 　　　 ] [ 　　　 ]

年次 人
人

備　　考

（注）・　定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号
　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度
平均入学定員

超 過 率

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

法学関係 4 155 0 620

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画
備　　考

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

年 人

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

163 － 158 －

[ 1 ] [ － ] [ 2 ] [ － ] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （　　） （　　）

165 －

[ 1 ] [ － ] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（ － ） （ － ） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　]

（　　）（　　）

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　　　　さい。

（　　－　　）（　　－　　） （　　　　 ） （　　　　 ）

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。

４年次

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

[　　 1　　]

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

１年次
平成29年度
2年次
文化創生課程から転課程 2人

２年次

３年次

平成３１年度
備　　　　　考

計

163 323

[　　 3　　] [　　　　 ] [　　　　 ]
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２８年度 0 人 0 人

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

人 0 人 平成３１年度 人 人 #DIV/0! ％

321 人 0 人 0.00 ％

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす

　　　　　ありません。）

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２９年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入して

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してくださ

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。　

平成３０年度
入学者

人 0 人 #DIV/0! ％

平成３１年度
入学者

合　　計

％

平成２９年度
入学者

158 人 0 人 0.00 ％

平成２８年度
入学者

163 人 0 人 0.00

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

退学者数（内訳）

退学者数
退学者数の
うち留学生数

　　　区　分

対象年度

入学者数（b） 退学者数（a） 主な退学理由
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当該年度担当の教員を計上（29）

教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

青森の行政　 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

青森の経済・産業 教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

青森の文化 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

青森の歴史 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

青森の芸術 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

青森の民俗・芸能 教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

青森の自然 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

グローバル社会・経済 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

国際地域 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

比較文化 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

世界の芸術・芸能 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

地球環境 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

グローバルヘルス 2年次以上の授業科目を優先したため，教員配置が出来
ず未開講（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

日本 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

青森の多様性と活性化 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

青森の食と産業化 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

市民参加と地域づくり 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目区
分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

２　授業科目の概要

＜人文社会科学部　社会経営課程＞

（１） 授業科目表

教
養
教
育
科
目

ス
タ
デ
ィ

ス
キ
ル

導
入
科
目

9 4 2
31 29 13

基礎ゼミナール 1前 2 35 34 2

3 5 1 兼45
31 29 13 兼478

地域学ゼミナール 1後 2 35 34 2  兼488

ロ
ー
カ
ル
科
目

1
1前 2 2 2

兼4
1前 2 1  兼2

兼5
3  兼2

1前 2 2 1 1  兼5

兼3
2 1 兼5

1前 2 1 2 1  兼2

兼2
3 兼4

1前 2 2 1 1  兼2

兼2
1前 2  兼3

兼34
兼30

1前 2 1  兼18

グ
ロ
ー
バ
ル
科
目

兼3
1 兼2

1後 　 2 　 4 　 1 　 　  兼3

兼3
兼2

1後 　 2 　 3 2 1 　 　  兼1

兼4
兼3

1後 　 2 　 　 　 　 　  兼9

兼2
1 兼5

1後 　 2 　 2 　 　 　 　  兼4

兼11
兼10

1後 　 2 　 　 　 　 　 　  兼5

1後 通常開講（29）
教育効果充実のため，担当教員の変更（29） 未開講 兼5

 1後 　 2 　 　 　 　 　 　  兼50

兼5
4 兼4

1後 　 2 　 1 　 　 　 　  兼6

学
部
越
境
型
地
域
志
向
科

4 兼23
5 2 兼17

2前～4後 　 2 　 2 8 1 　 　  兼56

兼2
2 兼10

2前～4後 　 2 　 1 1 　 　 　  兼12

1 兼5
2 4 兼8

2前～4後 　 2 　 3 3 　 　 　  兼4
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教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

青森エクスカーション 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

地域プロジェクト演習 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

くらし・文化 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

歴史・地理 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

思想 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

言語学の世界 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

文学 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

芸術 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

政治経済・社会 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

法と社会Ａ 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

法と社会Ｂ 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

環境と生活 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

工学の世界 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

農学の世界 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

数学の世界 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

物理学の世界 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

化学の世界 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

生物学の世界 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

情報処理入門Ａ 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

情報処理入門Ｂ 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

人間の尊厳 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

人を育む営み 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

心理学の世界 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

メンタルヘルス 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

生活と健康 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

目 兼14
2 4 兼8

2前～4後 　 2 　 4 3 1 　 　  兼7

2 兼15
1 3 兼13

2前～4後 　 2 　 2 1 　 　 　  兼20

社
会
・
文
化

兼3
兼2

1前・後 　 2 　 1 1 　 　 　  兼1

1 3
2 1

1前・後 　 2 　 1 2 1 　 　 兼3

兼1
兼2

1前・後 　 2 　 1 1 　 　 　  兼1

1前・後 　 2 　 1 1 1 　 　  兼1

兼3
兼4

1前・後 　 2 　 1 1 　 　 　  兼3

兼15
兼16

1前・後 　 2 　 1 　 　 　 　  兼22

7 兼3
2 8 兼4

1前・後 　 2 　 5 5 1 　 　  兼2

1
2

1前・後 　 2 　 　 4 　 　 　

兼2
兼1

1前・後 　 2 　 　 1 1 　 　  兼3

自
然
・
科
学

兼35
兼33

1前・後 　 2 　 　 　 　 　 　  兼17

兼8
兼11

1前・後 　 2 　 　 　 　 　 　  兼18

兼4
兼6

1前・後 　 2 　 　 　 　 　 　  兼3

兼1
兼2

1前・後 　 2 　 　 　 　 　 　  兼3

兼9
兼10

1前・後 　 2 　 　 　 　 　 　  兼4

兼10
兼15

1前・後 　 2 　 　 　 　 　 　  兼11

兼19
兼28

1前・後 　 2 　 　 　 　 　 　  兼18

1 兼1
1前・後 　 2 　 1 3 1 　 　  兼3

兼14
1 兼11

1前・後 　 2 　 　 3 　 　 　  兼20

人
間
・
生
命

兼5
兼6

1前・後 　 2 　 　 　 　 　 　  兼7

兼19
兼23

1前・後 　 2 　 　 　 　 　 　  兼17

兼8
兼5

1前・後 　 2 　 　 　 1 　 　  兼4

兼8
兼5

1前・後 　 2 　 　 　 　 　 　  兼14

兼9
1前・後 　 2 　 　 　 　 　 　  兼19
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教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

運動と健康Ａ 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

運動と健康Ｂ 教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

医学・医療の世界 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

情報と健康・医学

キャリア形成の基礎 COC+事業採択に伴うカリキュラム改革実施にあたり，
教育内容を見直したことによる単位数及び担当教員の
変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

COC+事業採択に伴うカリキュラム改革実施にあたり，
教育内容を見直したことによる科目追加（28）

 キャリア形成の発展Ａ COC+事業採択に伴うカリキュラム改革実施にあたり，
教育内容を見直したことによる科目廃止（28）

 キャリア形成の発展Ｂ COC+事業採択に伴うカリキュラム改革実施にあたり，
教育内容を見直したことによる科目廃止（28）

 キャリア形成の発展Ｃ COC+事業採択に伴うカリキュラム改革実施にあたり，
教育内容を見直したことによる科目廃止（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

キャリアデザイン 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Listening（初級） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Listening（中級） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Listening（上級） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Reading（初級） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Reading（中級）　 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Reading（上級） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Speaking（初級） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Speaking（中級） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Speaking（上級） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Writing（初級） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Writing（中級） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Writing（上級） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Integrated A（国際共通語としての英語） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

当該年度担当の教員を計上（29）

Integrated B(一般学術目的の英語)Level 1 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

Integrated B(一般学術目的の英語)Level 2 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

兼15
兼16

1前・後 　 2 　 　 　 　 　 　  兼13

兼3
1前・後 　 2 　 　 　 　 　 　  兼6

兼50
兼60

1前・後 　 2 　 　 　 　 　 　  兼50

兼2
1前・後 　 2 　 　 　 　 　 　  兼3

キ
ャ

リ
ア
教
育

1 兼4
1後 2 　 　 　 　 　 　 　  兼3

兼5
キャリア形成の発展 2前 3  兼4

 3前 　 2 　 　 　 　 　 　  兼3

 3前 　 2 　 　 　 　 　 　  兼3

 3前 　 2 　 　 　 　 　 　  兼3

兼5
兼9

2前～4後 　 2 　 2 　 1 　 　  兼3

英
語

1 3 兼3
4 5 兼31

1前 　 2 　 3 6 1 　 　  兼28

2 兼17
4 5 兼31

1前 　 2 　 3 6 1 　 　  兼28

兼4
4 5 兼31

1前 　 2 　 3 6 1 　 　  兼28

兼2
4 5 兼31

1前 　 2 　 3 6 1 　 　  兼28

2 兼18
4 5 兼31

1前 　 2 　 3 6 1 　 　  兼28

1 兼2
4 5 兼31

1前 　 2 　 3 6 1 　 　  兼28

2 2 兼3
4 5 兼31

1後 　 2 　 3 6 1 　 　  兼28

1 2 兼17
4 5 兼31

1後 　 2 　 3 6 1 　 　  兼28

兼4
4 5  兼31

1後 　 2 　 3 6 1 　 　  兼28

3 1 兼4
4 5 兼31

1後 　 2 　 3 6 1 　 　  兼28

2 兼18
4 5 兼31

1後 　 2 　 3 6 1 　 　  兼28

1 兼3
4 5 兼31

1後 　 2 　 3 6 1 　 　  兼28

兼3
4 5 兼31

2前 　 2 　 3 6 1 　 　  兼28

兼2
4 5 兼31

2後 　 2 　 3 6 1 　 　  兼28

4 5 兼31
3前 　 2 　 3 6 1 　 　  兼28
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Integrated C（キャリア英語） 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

ドイツ語Ⅰ 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

ドイツ語Ⅱ 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

ドイツ語Ⅲ 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

フランス語Ⅰ 教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

フランス語Ⅱ 教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

フランス語Ⅲ 教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

ロシア語Ⅰ

ロシア語Ⅱ

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

中国語Ⅰ 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

中国語Ⅱ 教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

朝鮮語Ⅰ

朝鮮語Ⅱ

日本語A 教育内容充実のため，科目の追加（29）

日本語B 教育内容充実のため，科目の追加（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更・担当教員昇任のため，職階変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

兼1

兼1

兼6

1

兼1

兼1

兼9

兼2

兼4

兼2

歴史学入門 1前 2

哲学倫理入門 1前 2

 兼10

文学入門 1前 2

言語学入門 1前 2

 兼3

 兼2

2  兼8

経済学入門 1前 2 7

社会学入門 1前

1

経営学入門 1前 2

会計学入門

 兼7

1前 2

1

 兼3

統計学入門 1前 2

1

 兼4

法学入門 1前 2 2 4

グローバル実践科目 1後 2  兼15

経済法律基礎演習Ⅱ 2後 2 6 5 2

1 1

12

マクロ経済学Ⅰ 1後 2

学
部
専
門
科
目

コ
ア
科
目

ミクロ経済学Ⅰ 1後

6 5 1

1

経済法律基礎演習Ⅰ 2前 2

マクロ経済学Ⅱ 2前 2 1

ミクロ経済学Ⅱ 2前 2 1

私法学 1後 2 1

公法学 1後 2

学
部
基
本
科
目

兼2

兼8

兼1

兼3

1

21

13

1 1

4 5 兼31
3前 　 2 　 3 6 1 　 　  兼28

多
言
語

兼5
1 兼6

1前 　 4 　 2 1 　 　 　  兼5

兼2
1 兼6

1後 　 4 　 2 1 　 　 　  兼5

1  兼6
2後 　 2 　 2 1 　 　 　  兼5

兼4
1前 　 4 　 　 2 1 　 　  兼5

1後 　 4 　 　 2 1 　 　  兼5

1
2前 　 2 　 　 2 1 　 　  兼5

1前 　 4 　 　 　 　 　 　 兼1

1後 　 4 　 　 　 　 　 　 兼1

兼3

　
2 兼5

1前 　 4 　 1

　

1 　 　  兼4

2

　

 兼5
1後 　 4 　 1

　

1 　 　  兼4

1前 　 4 　 　

兼2

　 　 　 兼1

1後 　 4 　 　

1前 2 兼1

専
門
教
育
科
目
（

経
済
法
律
コ
ー

ス
）

　 　 　 兼1

1前 2
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教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

1

兼10

兼1

兼1

2 12前

日本経済史 2前 2

行政学

刑法

経済政策

金融論 2前

労働経済学

6 兼4経済法律コース特設講義B 2後 2 9

兼1

兼1

地域情報論Ａ 2前 2

現代企業論Ⅰ 3前 2

兼1

 兼3

地域イノベーション論Ⅰ 3前 2

兼1

簿記システムⅠ 1後 2

 兼16

経営戦略論 1後 2

兼11

多文化共生論 1後 2

 兼11

地域文化振興論 3前 2

2

文化資源学 1後 2

地域司法実習 3後 2 1

地域行政実習 3前 2 2

2 1

4

地域政策実習 3後 2

法学演習Ⅱ 3後 2 1

経済学演習Ⅱ 3後 2 1

法学演習Ⅰ 3前 2 1 4

経済学演習Ⅰ 3前 2 1

2 1応
用
科
目

自治体政策研究 2後 2

兼2

兼11

経済法律コース特設講義A 2前 2 9 6

兼1

インターンシップＡ 3前 2

2

1 1

1

社会保障制度論 2後 2

生活政策論 2後 2

1消費経済論 2後 2

雇用政策論 2後 2 1

1

1

国際金融論 2後 2

市場法制論 2後 2

1経済発展論 2後 2

市場経済論 2後 2 1

1 1

1

産業立地論 2後 2

地方自治論 2後 2 1

1 1地方財政論 2後 2

11

刑事司法論 2後 2 1

発
展
科
目

公共政策論 2後 2

労働法 2前 2 1 1

1

1

憲法 2前 2 1

基
礎
科
目

財政学 2前 2 1 1

民法 2前 2

1

国際経済学 2前 2 1 1

2

1122前

2前 2 1

2前 2 1

経済学史 2前 2 1

商法 2前 2 1

政治学 2前 2 兼1

行政法 2前 2 兼1

職業指導 2前 2 兼1

選
択
科
目

兼11

兼7

3

2

統計データ分析Ａ 2前
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教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

兼4

専
門
教
育
科
目
（

企
業
戦
略
コ
ー

ス
）

兼1

兼1

兼2

兼1

2

学
部
専
門
科
目

12

1発
展
科

地域イノベーション論Ⅰ 3前 2

地域イノベーション論Ⅱ 3後

事業計画演習Ⅱ 2後 2 5

5 6事業計画演習Ⅰ 2前 2

地域データ分析Ⅱ 2後 2 1

1

1

地域データ分析Ⅰ 2前 2

管理会計 2後 2 1

1 1

1

原価計算 2前 2

財務会計Ⅱ 2後 2

1

1

財務会計Ⅰ 2前 2

簿記システムⅡ 2前 2 1

1 兼1

1 兼1

企業経営史Ⅱ 2後 2

企業経営史Ⅰ 2前 2

マーケティング論Ⅱ 2後 2 1

マーケティング論Ⅰ 2前 2 1

経営組織論 2後 2 1

1

簿記システムⅠ 1後 2 1

ベンチャービジネス論 1後 2 1

1

1

1

コ
ア
科
目

経営戦略論 1後 2

基
礎
科
目

経営管理論 2前 2

1  兼15

 兼6

兼9
グローバル実践科目 1後 2

法学入門 1前 2

1  兼3

2

統計学入門 1前 2

会計学入門 1前 2 1

3 4

1

 兼8

2
経営学入門 1前 2

経済学入門 1前 2

兼1

 兼8

 兼3

兼6

2言語学入門 1前

社会学入門 1前 2

文学入門 1前 2

兼2

 兼2

 兼10

哲学倫理入門 1前 2

歴史学入門 1前

特定課題研究 4通

2

9

9 6

6

卒

業

研

究

卒業研究 4通 6

4

4年次ゼミナールⅡ 4後 2 9 6

4年次ゼミナールⅠ 4前 2 9 6

3年次ゼミナールⅡ 3後 2 9 6

9 6

6

ゼ
ミ
ナ
ー

ル

3年次ゼミナールⅠ 3前 2

経済法律コース特設講義D 3後 2 9

9 6経済法律コース特設講義C 3前 2

学
部
基
本
科
目

兼2

兼8

1

兼3

11

2 3
6
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教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育内容充実のため，担当教員の追加（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

2

兼2

兼2

兼1

兼1

5

特定課題研究

兼4

兼1

兼1

5 6

卒

業

研

究

卒業研究 4通 6

6

4通 4

6

4年次ゼミナールⅡ 4後 2 5

4年次ゼミナールⅠ 4前 2 5 6

5 6

ゼ
ミ
ナ
ー

ル

3年次ゼミナールⅠ 3前 2

3年次ゼミナールⅡ 3後 2

5 6

5 6

6

企業戦略コース特設講義D 3後 2

企業戦略コース特設講義C 3前 2 5

5 6 兼1

6 兼1

企業戦略コース特設講義B 2後 2

企業戦略コース特設講義A 2前 2 5

 兼8

兼11

言語コミュニケーション実習ⅠA（英語） 2前 2

地域文化振興論 3前 2

 兼2

兼1

社会学 1後 2

兼1

民法 2前 2

兼1

商法 2前 2

兼1

国際経済学 2前 2

兼1

マクロ経済学Ⅰ 1後 2

6

選
択
科
目

ミクロ経済学Ⅰ 1後 2

インターンシップB 3後 2 5

5 6

6

インターンシップA 3前 2

プロジェクトマネジメント実習Ⅱ 4後 2 5

4前 2 5

5 6

応
用
科
目

ビジネス戦略実習Ⅰ 3前 2

ビジネス戦略実習Ⅱ 3後 2

6

6

税務会計B 3後 2

5

1

5

プロジェクトマネジメント実習Ⅰ

6スタディツアー 3前 2

1税務会計A 3前 2

グローバル経営論Ⅱ 3後 2 1

1

1

グローバル経営論Ⅰ 3前 2

社会的企業論 3前 2

1現代企業論Ⅱ 3後 2

現代企業論Ⅰ 3前 2 1目

 兼10歴史学入門 1前 2

言語学入門 1前 2

哲学倫理入門 1前 2

兼1

兼2

1

社会学入門 1前 2

文学入門 1前 2

 兼1

 兼3

2

4 3 1

 兼8

経営学入門 1前 2

経済学入門

 兼7

1前

会計学入門 1前 2  兼3

統計学入門 1前 2 1 2 1  兼1

2 兼1職業指導 2前

兼4

1

1

専
門
教
育
科
目
（

地
域
行
動
コ
ー

ス
）

学
部
基
本
科
目

兼2

2

兼1

2
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教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

学
部
専
門
科
目

コ
ア
科
目

3 1

6

2

6

6 4

4

兼1

兼1

兼9

兼1

 兼1

4地域フィールドワーク実習Ⅰ 3前 2

住民ファシリテーション演習B 3後 2

兼1

兼1

4

住民ファシリテーション演習A 3前 2

基礎地理学B 2後 兼1

兼1

2

1

1

2

2 2

1

住民参画論B

1後 11

 兼3地域基礎論A 1後 2

兼1

兼113前 2

兼2

選
択
科
目

民俗学 2後 2

地域文化振興論

兼2

地域協働実習Ⅱ 3後 2 6 4

地域フィールドワーク実習Ⅱ 3後

4地域協働実習Ⅰ 3前 2 6

2 6 4

4

兼2

兼2

地域行動論演習D 3後 2 6

地域行動論演習C 3前 2 6

兼1応
用
科
目

環境地理学A 3前 2

環境地理学B 3後 2

6 4 1  兼2

4 2 兼2

3 兼1
地域アクションリサーチ実習Ⅱ 2後 2

社会調査実習Ⅱ 2後 2 6

6 4 2

2

兼1

3 1

地域行動論演習B 2後 2

量的社会調査演習 2後 2

地域情報論B 2後

統計データ分析B 2後

1

2

地域地理学B 2後 2

兼1

2

兼1

1

1

1

2後 2

住民ネットワーク論B 2後 2

住民生活論B 2後 2 2

2

1 兼1

4

地域アクションリサーチ実習I 2前 2 6

社会調査実習I 2前 2 6

2

地域行動論演習A 2前 2

社会心理学 1後

社会学

6 4

法学入門 1前 2  兼6

グローバル実践科目 1後 2 1 1  兼14

社会調査論 1後 2 6 4

人類学 1後 2 1

社会言語学 1後 2 1

基
礎
科
目

住民生活論A 2前 2

住民ネットワーク論A 2前 2

1

1 1

住民参画論A 2前 2 1 1 1

地域情報論A 2前 2 1 1

統計データ分析A 2前 2 1 兼1

基礎地理学A 2前 2

地域地理学A 2前 2 兼1

兼1

社会調査設計演習 2前 2 4
2

2

2

1 1

2

発
展
科
目

1

1

2

1

兼2

1 2
4

 兼1
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教育効果充実のため，担当教員の変更（28）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

教育効果充実のため，担当教員の変更（29）

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，
　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合
　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）
　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可
　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，
　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

（２） 授業科目数

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上
　　　　で，前年度報告時（平成２８年度に認可（届出）された大学等は設置認可（届出）時）より変更されているものは
　　　　赤字見え消し修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。
　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。
　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

地域イノベーション論Ⅱ 兼13後 2

2

兼1

兼1

地域イノベーション論Ⅰ 3前 2

労働法 2前

4

6 4地域行動コース特設講義C 3前

6

6 4

6 4

4

卒

業

研

究

卒業研究 4通 6

特定課題研究 4通 4

4年次ゼミナールⅡ 4後 2 6 4

4年次ゼミナールⅠ 4前 2 6 4

6 4ゼ
ミ
ナ
ー

ル

3年次ゼミナールⅠ 3前 2

3年次ゼミナールⅡ 3後 2

地域行動コース特設講義D 3後 2 6

4

2

地域行動コース特設講義B 2後 2 6

6 4

兼11

地域行動コース特設講義A 2前 2

インターンシップA 3前 2

 兼8

 兼8

言語コミュニケーション実習ⅠB（英語） 2後 2

言語コミュニケーション実習ⅠA（英語） 2前 2

 兼16

マクロ経済学Ⅰ 1後 2 兼1

多文化共生論 1後 2

変　　更　　状　　況

　　　　

選　択 自　由

経済法律コース

備　　　　　　　　考
必　修 選　択 自　由 計 必　修 選　択 自　由 計

設　置　時　の　計　画

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

10 147 0 157 10
147
145 0

157
155

[  0  ]
0

[  △2 ] [  0  ]
0

[  △2 ]

企業戦略コース

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 計 必　修 計

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

15 130 0 145 15
130
128 0

145
143

[  0  ]
0

[  △2 ] [  0  ]
0

[  △2 ]

職業指導 2前 2 兼1

兼4

兼4

1

1
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（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

地域行動コース

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 計 必　修 選　択 自　由 計

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

9 142 0 151 9
142
140 0

151
149

[  0  ]
0

[  △2 ][  0  ]
0

[  △2 ]
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ グローバルヘルス 2 1後 一般 選択
2年次以上のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ科目を優先したため，
教員配置が出来ず未開講。代替措置無。

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ キャリア形成の発展Ａ 2 3前 一般 選択
COC＋事業採択に伴うカリキュラム改革実施
にあたり，教育内容を見直したことによる
科目廃止。代替措置有。

２ キャリア形成の発展Ｂ 2 3前 一般 選択
COC＋事業採択に伴うカリキュラム改革実施
にあたり，教育内容を見直したことによる
科目廃止。代替措置有。

３ キャリア形成の発展Ｃ 2 3前 一般 選択
COC＋事業採択に伴うカリキュラム改革実施
にあたり，教育内容を見直したことによる
科目廃止。代替措置有。

経済法律コース

4

157

企業戦略コース

4

145

4

151

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 2.64

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 2.75

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び
　　　　「学生への周知方法」を記入してください。

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 2.54

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

地域行動コース

　「グローバルヘルス」は，2年次以上が受講する21世紀教育科目（平成27年度までの入学者を対象とした旧教養教育
科目）を優先して開講したため，後期に教員を配置することが出来ず，未開講となった。ただし，選択科目であり，グ
ローバル科目が他にも多数開講されること，平成29年度は開講予定で希望すれば受講出来ることから，学生への影響は
ない。なお，学生には新入生ガイダンス及び掲示により周知済みである。

　COC＋事業採択に伴うカリキュラム改革実施に伴い，キャリア教育科目全体の教育内容を，多様なプログラムを含
む，より充実したカリキュラムとするため，「キャリア形成の発展A」，「キャリア形成の発展B」，「キャリア形成の
発展C」を廃止し，新たに「キャリア形成の発展」を追加する等の見直しを行った。なお，学生には新入生ガイダンス
及び掲示により周知済みであることから，影響はない。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（３） 未開講科目

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。
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備考

大学全体

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

0　㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 76,254　㎡ 0　㎡ 0　㎡ 76,254　㎡

運動場用地 82,910　㎡ 0　㎡ 0　㎡ 82,910　㎡

小　　　計 159,164　㎡ 0　㎡ 159,164　㎡

計

大学全体166,219　㎡ 0　㎡ 0　㎡ 166,219　㎡

そ　の　他 169,525　㎡ 　0　㎡ 　0　㎡ 169,525　㎡

合　　　計 328,689　㎡ 　0　㎡ 　0　㎡ 328,689　㎡

大学全体

（　　 167,762　㎡） （　　　　　　0　㎡） （　　　　　　0　㎡） （　　 167,762　㎡）

(２) 校　　　　　舎

専　　　用

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

人文社会科学部　社会経営課程 35 室

大学全体
99　室 108　室 455　室

11　室 7　室

（補助職員　　0人）（補助職員　　0人）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕

819,585〔232,294〕 24,260〔6,216〕 7,387〔5,595〕　 2,172 6,082 10

機械・器具 標　　本視聴覚資料

(819,585〔232,294〕) (24,260〔6,216〕) (7,387〔5,595〕) (2,172) （6,082） （10）

点 点 点

10

(819,585〔232,294〕) (24,260〔6,216〕) (7,387〔5,595〕) (2,172) （6,082） （10）
計

819,585〔232,294〕 24,260〔6,216〕 7,387〔5,595〕 2,172 6,082

大学全体

文京町 野球場（2面） 武道場（883㎡）

3,394　㎡ 弓道場（140㎡） テニスコート（8面）

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

大学全体
7,680　㎡ 626　席 867,806　冊

本町 プール（50m） サッカー・ラグビー場（2面）

1,457　㎡ 馬房（196㎡） 400mトラック

(７) 体　　育　　館

面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 千円 千円 図書購入費 千円 千円
経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 千円 千円 設備購入費 千円 千円 千円

学生１人当
り

納付金

学生納付金以外の維持方法の概要

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

千円 千円 千円 千円 千円 千円

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２９年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（29）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

《ＡＣ対象学部等》

【学部】

人文社会科学部

　文化創生課程 4 110 0 220 学士
（人文社会科学）

1.03 平成28年度 青森県弘前市大字文京町1番地

　社会経営課程 4 155 0 310 学士
（人文社会科学）

1.03 平成28年度 同上

理工学部

　数物科学科 4 78
3年次

2
156 学士

（理工学）
1.01 平成28年度 青森県弘前市大字文京町3番地

　物質創成化学科 4 52
3年次

1
196 学士

（理工学）
1.01 平成18年度 同上 平成28年度入学定員増(6人)

　地球環境防災学科 4 65
3年次

2
130 学士

（理工学）
1.01 平成28年度 同上

　電子情報工学科 4 55
3年次

2
226 学士

（理工学）
1.02 平成18年度 同上 平成28年度入学定員減(△3人)

　機械科学科 4 80
3年次

2
160 学士

（理工学）
1.01 平成28年度 同上

　自然エネルギー学科 4 30
3年次

1
60 学士

（理工学）
1.03 平成28年度 同上

農学生命科学部

　生物学科 4 40 0 160 学士
（農学生命科学）

1.01 平成20年度 青森県弘前市大字文京町3番地

　分子生命科学科 4 40 0 160 学士
（農学生命科学）

1.00 平成20年度 同上

　食料資源学科 4 55 0 110 学士
（農学生命科学）

1.00 平成28年度 同上

　国際園芸農学科 4 50 0 100 学士
（農学生命科学）

1.01 平成28年度 同上

　地域環境工学科 4 30 0 120 学士
（農学生命科学）

1.01 平成20年度 同上

【大学院】

教育学研究科

（専門職学位課程）

　教職実践専攻 2 16 0 16 教職修士
（専門職）

1.12 平成29年度 青森県弘前市大字文京町1番地

《その他の学部等》

【学部】

人文学部

　人間文化課程 4 - - - 学士
（人文社会科学）

- 平成17年度 青森県弘前市大字文京町1番地

　現代社会課程 4 - - - 学士
（人文社会科学）

- 平成17年度 同上

　経済経営課程 4 - - - 学士
（人文社会科学）

- 平成17年度 同上

教育学部

   学校教育教員養成課程 4 150 0 590 学士
（教育学）

1.02 平成12年度 青森県弘前市大字文京町1番地 平成28年度入学定員増(5人)

４　既設大学等の状況

　弘　前　大　学

　　　平成28年度より学生募集停止
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　養護教諭養成課程 4 20 0 90 学士
（教育学）

1.02 平成12年度 同上 平成28年度入学定員減(△5人)

　生涯教育課程 4 - - - 学士
（教育学）

- 平成12年度 同上 平成28年度より学生募集停止

医学部

　医学科 6 112
2年次
20

760 学士
（医学）

1.00 昭和24年度 青森県弘前市大字在府町5番地

　保健学科 4 200
3年次
30

860 学士
（看護学又は保健学）

1.00 平成12年度 青森県弘前市大字本町66-1番地

理工学部

　数理科学科 4 - - - 学士
（理工学）

- 平成18年度 同上

　物理科学科 4 - - - 学士
（理工学）

- 平成18年度 同上

　地球環境学科 4 - - - 学士
（理工学）

- 平成18年度 同上

　知能機械工学科 4 - - - 学士
（理工学）

- 平成18年度 同上

農学生命科学部

　生物資源学科 4 - - - 学士
（農学生命科学）

- 平成20年度 同上

　園芸農学科 4 - - - 学士
（農学生命科学）

- 平成20年度 同上

【大学院】

人文社会科学研究科

（修士課程）

　文化科学専攻 2 10 0 20 修士
（人文社会科学）

0.90 平成11年度 青森県弘前市大字文京町1番地

　応用社会科学専攻 2 6 0 12 修士
（人文社会科学）

0.66 平成11年度 同上

教育学研究科

（修士課程）

　学校教育専攻 2 16 0 22 修士
（教育学）

1.27 平成6年度 青森県弘前市大字文京町1番地 平成29年度入学定員増(10人)

　教科教育専攻 2 - - - 修士
（教育学）

- 平成6年度 青森県弘前市大字文京町1番地

　養護教育専攻 2 - - - 修士
（教育学）

- 平成14年度 同上

医学研究科

（博士課程）

　医科学専攻 4 60 0 220 博士
（医学）

0.95 平成16年度 青森県弘前市大字在府町5番地 平成28年度入学定員増(10人)

保健学研究科

（博士前期課程）

　保健学専攻 2 30 0 60 修士
（看護学又は保健学）

1.13 平成19年度 青森県弘前市大字本町66-1番地

（博士後期課程）

　保健学専攻 3 12 0 33 博士
（保健学）

1.00 平成19年度 同上 平成28年度入学定員増(3人)

理工学研究科

（博士前期課程）

　　　平成28年度より学生募集停止

　　　平成28年度より学生募集停止

　　　平成29年度より学生募集停止
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　理工学専攻 2 120 0 240 修士
（理工学）

0.91 平成22年度 青森県弘前市大字文京町3番地

（博士後期課程）

　機能創成科学専攻 3 6 0 16 博士
（理学又は工学）

0.62 平成16年度 同上 平成28年度入学定員増(2人)

　安全システム工学専攻 3 6 0 16 博士
（理学又は工学）

0.87 平成16年度 同上 平成28年度入学定員増(2人)

農学生命科学研究科

（修士課程）

　農学生命科学専攻 2 60 0 120 修士
（農学生命科学）

0.77 平成24年度 青森県弘前市大字文京町3番地

地域社会研究科

（博士課程）

　地域社会専攻 3 6 0 18 博士
（学術）

1.44 平成14年度 青森県弘前市大字文京町1番地

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２９年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。
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専任・
兼担・
兼任
の別

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任
の別

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

基礎ゼミナール  基礎ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

地域学ゼミナール  地域学ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

世界の芸術・芸能

芸術 担当教員見直しによる追加(29)

基礎ゼミナール  基礎ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

地域学ゼミナール  地域学ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

日本 専任 教授 杉山　祐子(58) 平成28年４月 日本

専任 教授 山田　嚴子(54) 平成28年４月 日本

専任 教授 関根　達人(51) 平成28年４月 日本

専任 教授 須藤　弘敏(63) 平成28年４月 日本

思想 教育内容充実のため担当教員追加(29)

基礎ゼミナール  基礎ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

地域学ゼミナール  地域学ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

青森の文化

青森の歴史  青森の歴史 担当教員見直しによる変更(29)

歴史・地理 専任 准教授 植月　学(45) 平成29年４月 歴史・地理 教育効果充実のため変更(29)

日本 担当教員見直しによる追加(29)

基礎ゼミナール

地域学ゼミナール  地域学ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

青森の芸術  青森の芸術 担当教員見直しによる変更(29)

世界の芸術・芸能  青森の民族・芸能 担当教員見直しによる変更(29)

青森エクスカーション 兼任 非常勤講師 工藤　誠也(28) 平成29年４月 青森エクスカーション 教育効果充実のため変更(29)

基礎ゼミナール  基礎ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

地域学ゼミナール  地域学ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

青森の文化

市民参加と地域づくり 兼任 非常勤講師 諸岡　道比古(67) 平成28年10月 市民参加と地域づくり 教育効果充実のため変更(29)

くらし・文化

日本 担当教員見直しによる追加(29)

青森の多様性と活性化 教育内容充実のため担当教員追加(29)

基礎ゼミナール  基礎ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

地域学ゼミナール  地域学ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

Listening（初級）  Listening（初級） 担当教員見直しによる変更(29)

Listening（中級）  Listening（中級） 担当教員見直しによる変更(29)

Listening（上級）  Listening（上級） 担当教員見直しによる変更(29)

Reading（初級）  Reading（初級） 担当教員見直しによる変更(29)

Reading（中級）

Reading（上級） 専任 教授 PHILIPS　JOHN EDWARD(64) 平成28年４月 Reading（上級） 教育効果充実のため変更(29)

Speaking（初級）

Speaking（中級）  Speaking（中級） 担当教員見直しによる変更(29)

Speaking（上級）  Speaking（上級） 担当教員見直しによる変更(29)

Writing（初級）

Writing（中級）  Writing（中級） 担当教員見直しによる変更(29)

Writing（上級） 専任 教授 PHILIPS　JOHN EDWARD(64) 平成28年４月 Writing（上級） 教育効果充実のため変更(29)

IntegratedA（国際共通語としての英語） 兼担 准教授 佐藤　孝宏(48) 平成29年４月 IntegratedA（国際共通語としての英語） 教育効果充実のため変更(29)

IntegratedB（一般学術目的の英語）Level1  IntegratedB（一般学術目的の英語）Level1 担当教員見直しによる変更(29)

IntegratedB（一般学術目的の英語）Level2

IntegratedC（キャリア英語）

基礎ゼミナール

地域学ゼミナール  地域学ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

中国語Ⅱ 教育内容充実のため担当教員追加(29)

基礎ゼミナール  基礎ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

地域学ゼミナール  地域学ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

青森の芸術  青森の芸術 担当教員見直しによる変更(29)

文学  文学 担当教員見直しによる変更(29)

基礎ゼミナール

地域学ゼミナール  地域学ゼミナール 担当教員見直しによる変更(29)

国際地域 専任 准教授 南　修平(48) 平成28年４月 国際地域 教育効果充実のため変更(29)

５　教員組織の状況

＜人文社会科学部　社会経営課程＞

（１） 担当教員表

専任 教授 関根　達人(50) 平成28年４月

専任 教授 宮坂　朋(56) 平成28年４月

専任 教授 木村　純二(45) 平成28年４月
　　　教育内容充実のため変更(29)

＜学部共通教養教育科目＞

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任 教授 足達　薫(46) 平成28年４月

専任 教授 李　良(58) 平成28年４月

備　　考

専任 教授 山田　嚴子(54) 平成28年４月

専任 教授 山本　秀樹(58) 平成28年４月

専任 教授 今井　正浩(55) 平成28年４月

専任 教授 渡辺　麻里子 平成28年４月
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専任・
兼担・
兼任
の別

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

専任・
兼担・
兼任
の別

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

経済学入門  経済学入門 担当教員見直しによる変更(29)

経済法律基礎演習Ⅰ  経済法律基礎演習Ⅰ 担当教員見直しによる変更(29)

経済法律基礎演習Ⅱ

労働経済学

雇用政策論

経済法律コース特設講義A 専任 教授 北島　誓子(63) 平成28年４月 経済法律コース特設講義A 教育効果充実のため変更(29)

経済法律コース特設講義B 専任 教授 北島　誓子(63) 平成28年４月 経済法律コース特設講義B 教育効果充実のため変更(29)

経済法律コース特設講義C

経済法律コース特設講義D

3年次ゼミナールⅠ

3年次ゼミナールⅡ

4年次ゼミナールⅠ

4年次ゼミナールⅡ

卒業研究

特定課題研究

経済学入門

法学入門  法学入門 担当教員見直しによる変更(29)

経済法律基礎演習Ⅰ

経済法律基礎演習Ⅱ 専任 講師 桑波田　浩之(33) 平成28年４月 経済法律基礎演習Ⅱ 教育効果充実のため変更(29)

金融論

地方自治論 専任 准教授 児山　正史(49) 平成28年４月 地方自治論 教育効果充実のため変更(29)

国際金融論

自治体政策研究

経済学入門

日本経済史 専任 教授 池田　憲隆(61) 平成28年４月 日本経済史 教育効果充実のため変更(29)

消費経済論 専任 教授 池田　憲隆(61) 平成28年４月 消費経済論 教育効果充実のため変更(29)

経済学演習Ⅱ

法学演習Ⅰ

法学演習Ⅱ

地域政策実習

地域行政実習

経済法律コース特設講義A

経済法律コース特設講義B 専任 教授 保田　宗良(58) 平成28年４月 経済法律コース特設講義B 教育効果充実のため変更(29)

経済法律コース特設講義C

経済法律コース特設講義D

3年次ゼミナールⅠ

3年次ゼミナールⅡ

4年次ゼミナールⅠ

4年次ゼミナールⅡ

卒業研究

特定課題研究

経済法律基礎演習Ⅰ 専任 講師 成田　史子(35) 平成28年４月  経済法律基礎演習Ⅰ 担当教員見直しによる変更(29)

経済法律基礎演習Ⅱ  経済法律基礎演習Ⅱ 担当教員見直しによる変更(29)

財政学 専任 准教授 金目　哲郎(46) 平成28年４月 財政学 教育効果充実のため変更(29)

地方財政論 専任 准教授 金目　哲郎(46) 平成28年４月 地方財政論 教育効果充実のため変更(29)

経済法律コース特設講義A

経済法律コース特設講義B  経済法律コース特設講義B 担当教員見直しによる変更(29)

経済法律コース特設講義C

経済法律コース特設講義D

3年次ゼミナールⅠ

3年次ゼミナールⅡ

4年次ゼミナールⅠ

4年次ゼミナールⅡ

卒業研究

特定課題研究

経済学入門  経済学入門 担当教員見直しによる変更(29)

経済法律基礎演習Ⅰ

経済法律基礎演習Ⅱ 専任 講師 河合　正雄(34) 平成28年４月 経済法律基礎演習Ⅱ 教育効果充実のため変更(29)

経済政策

経済発展論

自治体政策研究

地域政策実習

経済法律コース特設講義A 兼任 非常勤講師 鈴木　和雄（65） 平成29年４月 経済法律コース特設講義A 教育効果充実のため変更(29)

経済法律コース特設講義B 兼任 非常勤講師 鈴木　和雄（65） 平成29年４月 経済法律コース特設講義B 教育効果充実のため変更(29)

経済法律コース特設講義C

経済法律コース特設講義D

3年次ゼミナールⅠ

3年次ゼミナールⅡ

4年次ゼミナールⅠ

4年次ゼミナールⅡ

卒業研究

特定課題研究

備　　考

教授専任 池田　憲隆(60) 平成28年４月

平成28年４月細矢　浩志(56)教授専任

李　永俊(48) 平成28年４月教授専任

専任 教授 飯島　裕胤(45) 平成28年４月

＜専門科目＞

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
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教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授 准教授 講　師 助　教

計
（Ｂ）

16 19 0 0 35

［△4］ ［ 3 ］ ［ 0 ］ ［ 0 ］ ［△1］

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

歳 名 名

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　および，平成２９年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

65 0 0

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には、報告書提出年度の５月１日現在、完成年度時に計画している教員数を記入すると

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

定年規定の定め
る定年年齢

（歳）

報告書提出時
（上記（Ａ））
の教員のうち、
定年を延長して
採用している教

員数

完成年度時（上
記（Ｂ））の教
員うち、定年を
延長して採用す

る教員数

15 6 0 35

(15) (17) (6) (0) (38)

20 16 0 0 36
14

　（２）－②　専任教員数

設置時の計画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教 計

　　　　

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時におけ
る設置基準上の必

要専任教員数

うち、完成年度時
における設置基準
上の必要教授数

10 5

名 名

（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目計

（注）・　就任辞退（未就任）及び辞任した全専任教員について，教員数、担当科目数の合計，後任補充の状況を記入ください。

人

計 科目 計 計

自由 科目 自由 自由 自由

必修 必修

選択 選択選択 科目 選択

必修 科目 必修

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

合計（Ａ）＋（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｂ）＋（Ｄ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

（注）・　一度就任した後に、辞任した全ての専任教員の辞任の理由を具体的に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

自由

計 科目 計 計

人
自由 科目 自由 自由

計

必修 必修

選択 科目 選択

必修 科目 必修

選択 選択

合計（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｄ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

辞任等の理由

該当なし

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

計

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

人

計 科目 計 計

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

自由 科目 自由 自由 自由

必修 必修

選択 選択選択 科目 選択

必修 科目 必修

合計（Ａ） 後任補充状況の集計（Ｂ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

就任辞退（未就任）の理由

該当なし

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を

　　　　記入してください。

該当なし
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区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

（平成28年4月）

【人文社会科学部】
　実習科目が，施設見学や裁判
傍聴などの感想文を書かせる類
の単なる社会科見学とならない
よう，しっかりした実施計画の
具体化を図ることが望ましい。

要望意見

実習科目について，「地域行政
実習」及び「地域司法実習」を
含めて，教育成果の検証等にま
でふみこんだ入念な実施計画を
事前に作成し，計画に沿って実
施している。（29）

設　置　時

（平成28年4月）

【理工学部】
　「数物科学科」の２年次コー
ス選択において，学生に対する
適切なオリエンテーションを行
い，学生に各コースの特色を理
解させた上で，各コースの履修
生を教育指導体制等を踏まえた
適切な数とすることが望まし
い。

要望意見

数物科学科の２年次コース選択
において，学生が各コースの特
色や履修内容を理解できるよう
オリエンテーションを行った。
その後，希望調査の結果に基づ
き，教員数や実験設備等の教育
指導体制の観点から適切な人数
になるよう調整し，各コースに
分属した。（29）

【農学生命科学部】
１．食料資源学科について，食
料バイオテクノロジーコースが
含まれており，既存の分子生命
科学科との区別がつきにくい。
分子生命科学科の説明にも，
「新規食材の発掘と開発や発酵
による食品の開発等の知識を
持った人材育成の強化を図る」
と書かれており，食料資源学科
との異同が分りにくいため，適
切に説明することが望ましい。

要望意見

１．要望意見を踏まえ，分子生
命科学科の説明を「新規機能性
食材の発掘と開発や，発酵によ
る有用物質生産等の知識を持っ
た人材育成の強化を図る。」へ
修正し，設置報告書を提出し
た。

２．食料資源学科の３つのコー
スのカリキュラム上の違いが明
確ではないため，コースごとの
教育課程編成の特色及びその違
いを明確に説明することが望ま
しい。

要望意見

２．要望意見を踏まえ，各コー
スの特色を記載し，それに合わ
せて履修モデルを修正し，設置
報告書を提出した。

３．コア科目の「国際農業論」
は，流通・貿易に焦点を置いて
いるので，例えば，「国際食料
流通論」等を含め，科目名称に
再検討することが望ましい。

要望意見

３．要望意見を踏まえ，「国際
農業論」から「国際食料流通
論」へ科目名を変更し，設置報
告書を提出した。

４．多言語科目は，その多くが
半期で４単位を配当している
が，週に２コマ開講するとすれ
ば，専門科目の数が多めに設定
されていることを考慮すると，
どのような時間割編成になるの
かが懸念されるため，学生が希
望する履修ができるよう時間割
編成に配慮することが望まし
い。

要望意見

４．学生が希望する教養科目
（多言語科目等）の履修が可能
となるように，専門科目の時間
割編成において配慮している。
また，新入生ガイダンスや履修
相談において，適切な指導を
行っている。（29）

１．設置の趣旨・目的等が活か
されるよう，設置計画に沿って
準備を進めた。
　平成28年度は,教職大学院専任
教員（予定）及び事務方による
教職大学院準備室会議を4月以
降，原則，週１回開催し，設置
の趣旨・目的の確認から始め，
各項目の具体化に向けて協議を
重ね，設置の準備に当たった。
　また，専任教員（予定）４名
が，６月に山梨大学教職大学院
の授業及び実習を視察し，開校
時への準備を進めた。さらに，
教職大学院協会の研究集会や各
教職大学院で開催されるフォー
ラムに専任教員（予定）６名が
分担して参加し，情報収集を
行った。

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等

設　置　時

（平成28年4月）

【教育学研究科教職実践専攻】
１．設置の趣旨・目的が活かさ
れるよう，設置計画を確実に履
行すること。また，学術の理論
及び応用を教授研究するという
大学院の目的，さらに教育委員
会等と連携を図り，理論と実践
を融合し，高度な実践力・応用
力を備えた教員の養成のための
教育を実施するという教職大学
院の目的に照らし，教育目標
と，その評価の基準・方法の明
確化を図りつつ，開設時から充
実した教育研究活動を行うこと
はもとより，その水準を一層向
上させるよう努めること。
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平成29年度に就任予定である8名
の専任教員とは，教育学部長と
教職大学院準備室長が個別に1～
2回面談を行い，設置の趣旨・目
的の共有を図った。
　教育委員会との協議について
は，青森県教育委員会とは，青
森県教育委員会教職大学院担当
者及び青森県教育センター担当
者と教職大学院準備室長及び準
備室県教委担当者が，４月から
月1回程度会議を行い，教育内容
及び実習等の連携協力について
協議を重ね，開設時に授業や実
習等がスムースに進むよう準備
を重ねた。また弘前市教育委員
会とは，実習担当教員（予定）
が弘前市教育委員会に月１回程
度出向き，関係者に実習につい
ての説明と連携協力についての
具体策を協議した。さらに，実
習担当教員（予定）が連携協力
校に出向き，開校時に実習が滞
りなく行える様に調整を行っ
た。
　平成29年度に入り，専任教員
の会議である大学院教育学研究
科教職実践専攻会議を６回及び
FD活動を７回開催し，授業，実
習等のポートフォリオの形式と
評価，教育実践研究科目の実施
方法，教職大学院の運営等につ
いて協議を行った。（29）

２．ミドルリーダー養成コース
の履修モデルについて，学生が
自ら高めたい分野・領域に応じ
た推奨科目が示されているが，
学生に自らがどのような力をつ
けたいか考えさせるとともに，
より効果的な学修を実践するた
め，大学の推奨科目の履修を促
す履修指導を行うことが望まし
い。

その他
意見

２．入学後に開かれるガイダン
スにおいて，授業科目の概要の
説明を行うとともに，個別に履
修相談を行う時間を設け，教務
担当教員が各学生の学校現場で
の現在の役割や学生自身のキャ
リア形成計画及び研究課題意識
を聞き取った上で，選択すべき
授業科目を履修するよう指導を
行った。（29）

　　　・　同一設置者が設置する既設学部等に付された意見は、当該大学から提出される全ての報告書に

　　　　記入してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して

　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）

　　　　してください。

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時（認可時又は届出時）に付された留意事項（学校法人の

　　　　寄附行為又は寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等

　　　　について，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

設　置　時

（平成29年4月）

留意事項
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

該当なし

　　　未実施

　　　学部ホームページ上に公開予定

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　前・後期に１回ずつ実施予定

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

   学務委員会は８月を除き毎月１回開催し，WGは必要に応じ随時開催している。

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　「弘前大学人文社会科学部学務委員会要項」第２条参照

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　　半期に１度，FD活動を開催予定。

　ｂ　実施方法

　　　講演方式，ワークショップ形式等（未定）

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　未実施

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　 人文社会科学部学務委員会内WG

７　その他全般的事項

＜人文社会科学部　社会経営課程＞

（１） 設置計画変更事項等
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　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　　　29年　　５月　　30日　　）

　　　　含めて記入してください。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　　学内検討中

　ｂ　公表方法

　　　大学ホームページ上に公開予定

③　認証評価を受ける計画

　　　学内検討中

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　設置の趣旨・目的を達成するように計画通りに実施している。今後，更に教育・研究の水準の向上を図り，設置の
　趣旨・目的の実現に向けて取り組むこととしている。
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